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埼サポ
支えあう 互助の精神を忘れずに

この会報誌は、会員のみなさまからの制度運営費で作成しています

健康に過ごすための 2020年のキーワードは

～てくてく・カミカミ・にこにこ・ワクワク～

てくてく歩きましょう！

◆体調に合わせてマイペース

◆慣れたら一日 30 分を目標に息がはずむ程度の

スピードで

◆親子、友だちと楽しく歩こう

◆ひと工夫して楽しく継続しましょう

カミカミしましょう！

◆朝ごはんを食べよう（体内リズムを整えます）

◆よく噛んで食べよう（1口 20回は噛んで早食い防止）

あごの筋力を鍛え脳の刺激にもなります

◆腹八分目を心がけよう！

活性酸素の発生を抑え免疫力ＵＰ。肥満の防止にもなります

にこにこしましょう！

◆笑いの効果は絶大

◆免疫力アップ

◆自律神経の安定

◆腹筋や横隔膜が鍛えられ、便秘の改善にも

◆ストレス解消＆癒し効果で病気の予防につながります

ワクワクしよう！

◆あそこに行きたい。これが食べたい。あの人に会いたい

好きなことや楽しいことを通してワクワクすることも

脳の刺激になります。

◆毎日 1つ小さな幸せをみつけたら、1年で 365個の

幸せにつつまれますよ。

ワクワク！

カミカミ！てくてく！

にこにこ！

健康がいちばん！

胸を大きく張る

歩幅を広く（無理のない範囲で）動きやすい服装 歩きやすい靴で

無理のないようにニコニコペースで楽しみながら
新しい発見があるかも

資料提供：重田 博氏（公益社団法人埼玉県手をつなぐ育成会スポーツ顧問）
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「やまびこ互助会」からスタートした埼玉県の互助会は、２００６年の保険業法改正を期に全国各地の互助

会とともに創設された「生活サポート総合補償制度」として再スタートしました。

令和元年 10月末日現在の加入者は 140,560人となりました。

埼玉県は 8,575人で、神奈川県・大阪府に次ぎ全国で 3番目の大きな組織となっています。日頃より埼玉

県内各地で活動されている支部の方々、そしてジェイアイシーの方々の御尽力によるものと感謝しております。

本制度は、年齢にかかわらず、知的障害児者・自閉症の方であれば、既往症があっても加入できます。

平成から令和へ ～持続可能な制度へ～

しかし、会員の高齢化や様々な環境の変化もあり、補償制度の利用が拡大しています。そこで本制度を持続可能な制度と

なるよう、約 2年にわたり協議を重ねてきました。結果として、令和 2年 4月 1日より制度改正が実施されることとなりました。

会員の皆様におかれましては、引き続き制度の利用をお願い致します。

埼玉県では、2015年度より各支部への助成金事業を実施しております。年々利用されている支部が増えており、 今年度は

10月末現在、11の支部が助成金の利用をされています。各支部が活発に活動されている様子がうかがえます。

今後も多くの支部の方々に利用していただきたいと思います。

今後も、埼玉県手をつなぐ育成会・埼玉県発達障害福祉協会が車の両輪として歩んでいくことを願っています。
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理事長

長岡 均



しかし、コンサートを聴くとなると、話が少し違ってきます。他の人に迷惑をかけることを気にせず楽しむ、 

それが今回の大きなテーマにもなりました。 

コンサートは「三芳ウインドオーケストラ」という楽団に歌や踊り、合奏等を一緒に出来るよう依頼をしました。 

また、同じ思いの地域の方にも聴いて頂くことにもしました。演奏曲もクラシックからアニメ・演歌・ポップス等、聞覚えの

ある曲ばかりで、歓声で会場が埋まるほど盛り上がり、心配していたマナー面も問題なく本当に音や雰囲気を 

楽しんでいる様子でした。 

一般来場された地域の保護者様からは、 

「初めてヒヤヒヤせずにコンサートを楽しめました」 

「次はいつやるのですか」等の感想を頂戴しました。 

改めて今回の企画を実施してよかったと感じました。 

今回初めて助成金を活用させていただきましたが、 

次回は何をやろうかなどと、利用者と一緒に早々と 

考えているところです。 

 

   

◇◆◇◆２０１９年度助成事業報告◇◆◇

◆ 

 

表現活動から共生社会を考える 

社会福祉法人 昴    丹羽 彩文 

 

3年前に起きた相模原の事件を受けて昨年度から

全国各地で「共生社会フォーラム」を実施しています。

この研修は、全ての国民が、障がい等の 

 生きづらさの有無によって分け隔てられることなく、人の尊厳の輝きを 

認め合いながらともに生きる共生社会の実現が求められる中、一方で、

“生きる意味のない命がある”“障がい者は社会に不幸をもたらすだけ”と

いう考えに同調する声もあり、誰もが等しく基本的人権を享有する 

かけがえのない個人として尊重されるものであるという理念等について学び、 

自らの実践につなげ､さらには所属や地域社会への普及啓発できる 

人材の養成を目的としています。参加者 107名が、障がいのあるアーティストによるダンスパフォーマンスなどの  

表現活動を直接視聴するとともに、表現活動の共演者等からともに影響を受け、 

与えあう関係性等について聴講しました。 

加須市を中心に活動するダンスチーム「ベストプレイス」と埼玉県障害者福祉推進課 

担当者より、「ハンドルズ」の活動報告の後、清心会さやかグループ広報担当で、 

ハンドルズのメンバーの一員でもある堀口旬一朗氏とのトークセッションにより、 

参加者がより身近に障がいのある人々の表現活動に触れ、共生社会との関わりを 

深く考えるきっかけとなりました。 

 

 

好評！「ふれあいオーケストラ」 

社会福祉法人入間東部福祉会 三芳太陽の家  森井 寛文 

 

障がいをお持ちの方でなくとも音を楽しむ事は、 

皆さん大好きではないでしょうか？ご多分にもれず、 

当施設を利用している皆さんも大好きなことの一つです。 

埼玉県サポート協会では 会員のみなさまが安心してより充実した毎日が送れるよう「研修会」

「ご本人活動支援」に取り組んでいる支部の活動をご紹介します。 

－２－ 



  

 

生活サポート総合補償制度は 2020年 4月 1日より掛金と補償内容の改定を実施します。 

①制度掛金（保険料）の変更 

Ａ・Ｂプランの制度掛金の変更を行います。 

 改定前 改定後 

Ａプラン 17,000円 19,500円 

Ｂプラン 23,000円 25,200円 

Ｃプラン 22,000円 22,000円（改定前の同額） 

②補償内容の変更 

  ◆付添介護保険金について「３時間以上の付添介護」を補償の対象とします。 

  ◆Ｂプランに新たに「弁護士費用等補償特約」を付帯します。 

  ◆「弁護士費用等補償特約」の補償範囲に新たに「弁護士接見費用※」を含めます。 

  ※「弁護士接見費用」とは被保険者の逮捕・拘留中に接見（面会）した弁護士に対して支払う費用をいいます。 

③ご加入条件の変更  

  ◆2020年４月１日時点で満６５歳以上の場合、新規でＢプランにご加入いただくことはできません。 

  ◆2021年４月１日時点で満６５歳以上の場合、新規・切り替えともにＢプランにはご加入いただけません。 

 

「育成会のこれから」 

草加光陽育成会 会長 池田 孝子 

「草加光陽育成会」は発足以来 48年になりますが、本人も保護者も高齢化し、また  

 若い方の入会が少なくなり会員数が減ってきています。そんな中、何とかしなければと 

 2年前に『育成会のこれから検討会』を立ち上げて、会員全員へのアンケートをもとに、  

育成会の活動の見直しと今後の課題などについて意見を交わし取り組みを始めています。

アンケートでは、特に講演会や研修会の希望が多く寄せられました。 

そこで、2018年 12月、全国手をつなぐ育成会連合会副会長の小島幸子様に 

「これからの育成会」というタイトルで講演をお願いいたしました。 

また 2019年 4月には、同じく全育連政策センター委員の又村あおい様に 

「高齢化に向けた住まい・暮らし・お金のこと」というタイトルで講演を 

お願いいたしました。 

講師：又村 あおい氏 

平素より「生活サポート総合補償制度」を通じ、会員および関係者の皆さまには、ひとかたならぬ御愛顧を賜り、    

厚く御礼申し上げます。  突然ですが、1つのエピソードを紹介させていただきます。  

 夏も終わるころ、女性施設入所者さんから県知事選について質問ぜめに合いました。 

“翔んで埼玉選挙うちわ”を持つ彼女は既に投票を終えたらしく、私が投票予定者を明かすと、 

事細かに理由を知りたがっておられました。回答に言葉が詰まることで自身の無知を認識し、 

センシティブ情報に正面からタックルされたこの経験は、選挙に対する私の当事者意識を 

考え直す良い機会となりました。 

 制度が始まって以来初の掛け金の変更を控えております。 

会員の皆様により一層のお力添えができるよう努めてまいります。 

 

－３－ 

この 2回の講演会は両方共参加者が大変多く、とても分かりやすく有意義なお話で大好評でした。 

講演会開催にあたりましては、サポート協会の助成金を頂きましたこと大変有り難く感謝申し上げます。 

今後とも、時代に即した育成会の活動を実践し『入りたくなる育成会』を目指して、 

会員皆で考えていきたいと思います。 

 

 

AIG損害保険代理店 株式会社ジェイアイシー  山口 英倫 
山口 英倫    清水 俊晴 



 

アールブリュット展にご応募いただいた作品をご紹介します 

～すてきな作品をありがとうございます～ 

新井 洋美さん（鴻巣市親の会） 
シュウシュウさん（川の郷福祉会おれんじ） 

陽遊 直貴さん（清心会） 

山崎 恵一さん（清心会） 

浅賀 健汰さん（清心会）  
甲村 哲之進さん（北本市在住） 勅使河原 寿さん（清心会） 

関口 エイ子さん（清心会） 

安田 英明さん（川の郷福祉会おれんじ） 古澤 美紀さん（ぽとふ館） 古舘 隆哉さん（ぽとふ館） 

神林 典男さん（清心会） 
山中 正則さん（清心会） 

中村 昌男さん（清心会）

  
中村 愛之助さん 

（川の郷福祉会おれんじ） 

村田 裕樹さん 

（川の郷福祉会おれんじ） 

冨田 聖治さん（清心会） 

－４－ 



田中 澄江さん（ぽとふ館）
笠原 久美子さん（清心会）

福島 玲子さん（清心会）

大森 郁夫さん（清心会） 三浦 拓也さん（川の郷福祉会おれんじ） 丸谷 祥悟さん（川の郷福祉会おれんじ）

杉山 良介さん
（川の郷福祉会おれんじ）

浜林 主基さん
（川の郷福祉会おれんじ）

浅見 翔吾さん（清心会）

2020年全国サポート協会主催 アールブリュット展（作品募集のお知らせ）

募集期間 2020年 3月～4月（詳細は埼玉県サポート協会ＨＰをご覧ください。（https://saitamasapo.jp/）

今回訪れたのは、みぬま福祉会の「工房集」と 2019年 4月にオープンした入所施設「はれ」です。

まずは工房集へ。外観のオブジェが印象的です。中に入るとみなさん温かい笑顔で迎えてくれます。職員の方に、

そこで表現活動している方の様子や作品もたくさん見せていただきました。工房集では、一人ひとりの「こうしたい！」という

思いをとても大切にして自主性を重んじているそうです。作品がさらに輝けるように展示方法を工夫したり、企業とコラボ

して製品化したりと周りで支える方たちの想いもひしひしと伝わってきました。

次に 4月にオープンした入所施設「はれ」・・・障がいにあわせた 3 タイプの部屋（個室）があり、「個人」の暮らしが

尊重されています。6人～7人で生活するそれぞれのユニットにはキッチン・ダイニング・リビング・浴室・トイレ・洗面所、

洗濯場があり少人数でのゆったりとした生活を第一に作られています。

一人ひとりがその人らしく暮らすことができるようにと長年にわたり多くの方が関わってきた「工房集」と「はれ」。

とても素敵な環境でした。

－５－



 

２０２０年 年賀状に掲載する絵画の応募作品をご紹介します 

野田  達也さん 

 
石川 幸代さん 

 

笠原 久美子さん 坂本 葉子さん 山田 トシ子さん 

 
土屋 慶太さん 

甲村 哲之進さん 

 
大室 道子さん 

 
丸谷 祥悟さん 

 
Ｙ．A さん 

 

Ｒ･Ｎさん 

 

小島 昌史さん 

 

小松 幸司さん 

 

山口 智代さん 

 
中村 昌男さん 

 

F.Ｔさん 

 

M.S さん 

 

野口 修さん 

 小沢 真さん 

 

Ｈ．Ｕさん 

 
浅見 文彦さん 

 
Ｅ．Ｗさん 

 

戸田 榮さん 

 
小林 かほりさん 

 
藤瀬 裕基さん 

 
長島 弘太さん 

 
福島 昇さん 

 

古林 潤綺さん 

 

Ｓ・Ｋさん 

 

S．A さん 

 
長谷部 薫さん 

 
中村 愛之助さん 

 

（北本市親の会） （桶川市親の会） （清心会） （清心会） （清心会） （清心会） 

（北本市在住） （親愛会） 
（川の郷福祉会） （ひらく会） 

（ぽとふ館） 

（ぽとふ館） 
（清心会） （ひらく会） （清心会） （親愛会） 

（清心会） 
（ひらく会） （清心会） （社福ウイング） （清心会） （社福ウイング） 

（北本市立ふれあいの家）

ひらく会） 

（親愛会） （ぽとふ館） （ぽとふ館） 
（親愛会） 

（ひらく会） （社福ウイング） 
（清心会） （川の郷福祉会） （清心会） 

－６－ 



 

会員のみなさまからの個性あふれる数々の作品 本当にありがとうございました。 

Ｋ・Ｍさん 
関口 エイ子さん 横田 あけみさん 川島 絵莉さん 

山崎 恵一さん 大森 利浩さん 冨田 聖治さん 
Ｎ・Ｋさん 

陽遊 直貴さん 

杉山 良介さん 
田高 瑞希さん 椎名 紅緒さん 今野 優也さん 

古舘 隆哉さん 

Ｍ・Ｙさん 大森 郁夫さん 石井 健知さん 

山中 正則さん 

伊藤 幸子さん 

村田 裕樹さん 岩城 修司さん 

安田 英明さん 

浅枝 紀代美さん 
村田 直樹さん 

Ｕ・Ｍさん 

横田 由利江さん 

田中 澄江さん 福島 玲子さん 
幾島 賢一さん 

城処 忠さん 

石井 陸渡さん 

Ｋ・Ｍさん 

Ｓ・Ｋさん 

（ぽとふ館） （清心会） 
（ひらく会） 

（清心会） 

（清心会） 
（社福ウイング）

ぽとふ館） 

（清心会）） （清心会） （清心会） 

（親愛会） 

（ぽとふ館） 
（清心会） （ぽとふ館） 

（ひらく会） （清心会） 

（川の郷福祉会） 

（清心会） 

（ひらく会） （清心会） （川の郷福祉会）

ぽとふ館） 

（川の郷福祉会） （親愛会） 

（親愛会）

 

（川の郷福祉会） （親愛会） （清心会） 
（清心会） 

（清心会） （ぽとふ館） （川の郷福祉会） 
（ひらく会） 

（親愛会） 

（ひらく会） －７－ 

予想を上まわる数の作品の応募があり感謝の気持ちでいっぱいです。 

２０２０年もすべての人に良い年になりますように・・・・ 



AIG損害保険代理店 株式会社ジェイアイシー

TEL 03-5321-3373
〶160-0023 東京都新宿区西新宿３-２-１１

新宿三井ビル 2号館 2階

一般社団法人 埼玉県知的障害児者生活サポート協会

TEL 048-824-9881
〶330-0063
さいたま市浦和区高砂２－１５－３

保険請求のご相談、補償内容に関する

お問合せ・給付請求の送り先は

保険加入・変更・退会に関する

お問合せ・書類の送り先は

・元号が令和になった５月より事務局でお世話になっております。まだまだ不慣れで毎日が勉強です。

少しでも皆様のお力になれるよう温和丁寧をモットーに頑張りますのでよろしくお願いいたします。

今年は東京 2020オリンピック・パラリンピック開催の年ですね！昨年のラグビーワールドカップもあり
スポーツ機運が高まっています。私も何かチャレンジしてみようかな…と模索中です。（緒方）

・何事も当たり前とは思わず感謝の気持ちを忘れないよう、一日ひとつ小さな幸せをみつけてみようと思います（吉岡）

役 員 名 簿 （2019年度～2020年度）

2019年度 定時社員総会 令和元年 6月 11日 埼玉県県民健康センター

総会は、社員総数 32名に対し、出席３２名

（書面評決含む）で行われました。

議案は、2018 年度事業報告、決算報告

および監査報告、任期満了に伴う役員改選

ですべて承認されました。

また、理事長、副理事長選任、2019 年度

事業計画・予算などが報告されました。

役職名 氏 名 所 属

理 事 長 長岡 均 社会福祉法人埼玉県ブルーバードホーム 理事長

副理事長 松本 哲 社会福祉法人みぬま福祉会川口太陽の家 総合施設長

副理事長 高野 淑恵 公益社団法人埼玉県手をつなぐ育成会 理事長

理 事 長岡 洋行 社会福祉法人ささの会 総合施設長

理 事 白石 孝之 社会福祉法人彩明会 理事長

理 事 相浦 卓也 社会福祉法人邑元会障害者支援施設しびらき 施設長

理 事 髙田 憲 公益社団法人埼玉県手をつなぐ育成会 副理事長

理 事 原島 久 公益社団法人埼玉県手をつなぐ育成会 副理事長

理 事 菊池 波江 公益社団法人埼玉県手をつなぐ育成会 副理事長

理 事 桜井 直美 公益社団法人埼玉県手をつなぐ育成会 副理事長

監 事 中村 秀樹 社会福祉法人啓和会

監 事 小林 淳子 税理士

顧 問 井上 英史 株式会社ジェイアイシー 営業部長
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事務局だより

【運営の部】 【運営の部】
1  収入の部 １ 収入の部

予算額 決算額 差 額 2019年度予算 2018年度予算 増 減
会 費 制度運営費 20,247,000 20,760,460 513,460 会 費 制度運営費 22,072,000 20,247,000 1,825,000
雑 収 入 10,000 5,696 △4,304 雑 収 入 10,000 10,000 0
繰 越 金 前期繰越金 19,878,411 19,878,411 0 繰 越 金 前期繰越金 24,990,993 19,878,411 5,112,582

40,135,411 40,644,567 509,156 47,072,993 40,135,411 6,937,582
２  支出の部 2  支出の部

予算額 決算額 差 額 2019年度予算 2018年度予算 増 減
11,022,000 10,247,076 △774,924 13,248,000 11,022,000 2,226,000
1,620,000 1,651,000 31,000 1,689,000 1,620,000 69,000
5,400,000 3,755,498 △1,644,502 4,318,000 5,400,000 △1,082,000
22,093,411 0 △22,093,411 27,817,993 22,093,411 5,724,582

0 24,990,993 24,990,993 47,072,993 40,135,411 6,937,582
40,135,411 40,644,567 509,156

【保険料の部】 【保険料の部】
１　収入の部 １  収入の部

予算額 決算額 差 額 2019年度予算 2018年度予算 増 減
保険料 預り保険料 137,353,000 136,273,930 △1,079,070 保険料 預り保険料 145,629,000 137,353,000 8,276,000

２　支出の部 ２  支出の部
予算額 決算額 差 額 2019年度予算 2018年度予算 増 減

保険料 預り保険料 137,353,000 136,273,930 △1,079,070 保険料 預り保険料 145,629,000 137,353,000 8,276,000
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２０１８年度　決算  (2018年4月1日～2019年3月31日）
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２０１９年度　予算（2019年4月1日～2020年3月31日）
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